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論文内容の要旨
本論文は，工業的に重要な真核生物である Sαcchαromyces cerevisiae 酵母の，リン酸取り込み系について行った分
子遺伝学的研究をまとめたものであり，緒論と本文4章および総合考察から構成されている。
緒論では，本研究の目的がリン酸取り込み系支配遺伝子の発現制御初期過程の解明にあることおよびその意義を述
べた。
第l章では，リン酸の取り込みに関係する遺伝子 PH084 のクローニングと，塩基配列の決定を行い，この遺伝子が
種々の糖輸送体に類似するタンパク質をコードすることを明らかにした。また，ノザーン解析により ， PH084 遺伝
子の転写が培地中のリン酸により抑制されることを示した。さらに， Pho84-βーガラクトシダーゼ融合タンパク質が
膜に局在することを述べた。以上の結果より ， PH084遺伝子がリン酸輸送体をコードすると結論した。
第2章では，生理学的にリン酸のアナログであるヒ酸に対する耐性変異株を分離し，その解析結果について述べた。
耐性変異株は pho86 pho87 と命名した遺伝子座におけるこ重変異株であり ， PH084遺伝子の転写が行われるにもか
かわらず，細胞のリン酸取り込み能が著しく低下することを示した。この結果より， Pho86 および Pho87 両タンパク
質は， Pho84 タンパク質と協同してリン酸の取り込みに働くことを示唆した。
第3章では ， pho84 変異細胞の示す抑制性酸性ホスファターゼ構成性表現型を抑圧する7種類の sef変異株を分離し
その解析結果について述べた。 sef3 と sef6 の両変異は370Cで細胞増殖の停止および胞子形成能を失う。さらに ， sef4 
変異は，ホスファターゼ系の調節遺伝子の一つで、ある PH081 遺伝子座上の変異であることを明らかにし， Pho81 お
よび Pho84 両タンパク質が密接に干渉することを示唆した。
第4章では ， PH084遺伝子上流に逆向きに隣接して存在する GTRl 遺伝子の塩基配列を決定することにより，その
コードする Gtrl タンパク質が GTP 結合タンパク質であることを強く示唆した。さらに PH084遺伝子の転写や翻訳
が行われるにもかかわらず， gtrl 遺伝子破壊株が酸性ホスファターゼの構成的生産，ヒ酸耐性およびリン酸取り込み
活性の低下を示すことから， Gtrl タンパク質は Pho84 タンパク質の機能に関与することを示唆した。
総合考察では，これらの成果を総括し，酵母のリン酸取り込みとリン酸信号の検出には，リン酸輸送体である
????
Pho84 タンパク質に加えて， Pho86 , Pho87 および Pho81 タンパク質が複雑に関係すると考察するとともに，残され
た問題点について述べた。
諭文審査の結果の要旨
本論文は， Sαcchαromyces cerevisiae のリン酸取り込み系を分子生物学的方法を用いて解析した結果をまとめたも
のであり，主な成果は次の通りである。
(1) PH084遺伝子のクローニングを行い，その塩基配列より推定されるタンパク質が，種々の糖輪送体とそのアミ
ノ酸配列で相向性を示すことを明らかにしている。また， Pho84-βーガラクトシダーゼ融合タンパク質が膜に局在
することを見い出している。以上の結果から ， PH084遺伝子がリン酸輸送体をコードすることを強く示唆してい
る。
(2) ヒ酸耐性表現型および酸性ホスファターゼ構成性表現型を示す pho86 pho87 二重変異株を分離し解折を行つ
た結果，リン酸取り込み活性の低下および PH084遺伝子の構成的発現の両表現型を示すことにより，リン酸取り
込みには複数の遺伝子産物が関与することを明らかにしてしる。
(3) 塩基配列より GTP 結合タンパク質をコードすると推定される GTRl 遺伝子は，その遺伝子破壊株の表現型の
解析から，その産物が Pho84 タンパク質の機能に翻訳段階以後で関与することを示している。
以上のように，本論文は s. cerevisiae のリン酸取り込み系について，多くの新しい知見を与えており，その成果は
基礎生物学および発酵工学に貢献するところが大き L、。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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